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みぬまで

働 く 喜

び、福 祉

の奥深さ

を学びま

した。 

できる仕事が

増え、実習生

を教えること

もできるよう

になりまし

た。 
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迫力満点です！ 

獅子舞の阿部さま。パフォーマンス力

は絶大！佐藤理事とのかけあい（笑） 

20周年にちなみ、みぬまのオープニングスタッフで20年勤続した介

護職員(松島・伊東)と、森田介護長のトークイベント。当時の苦労話

や、みぬまが大切にしている理念(みぬまの心)が浸透し、受け継がれ

ていることなどが語られました。緊張から表情が硬く・・・も、20年

積み上げけ大事に育ててきた「みぬまの心」が伝わりました。 
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板
垣
様 元東京フィルハーモーニー交響楽団の奏者で現

役で指導されています。音色にうっとり。 

2019年9月29日(日)開設20周年を祝う会を開催しました。 

花かごの会の皆さん、支部の組合員さん、来賓の方やＯＢ、職員

が参加し、20周年をお祝いしました。開設当時の苦労話、利用者

様からの「笑顔、優しさがとても大切」という感謝と期待のお言

葉、成長した職員の未来への想いなど、笑いあり、涙あり、感動

ありの心温まる式典となりました。今後とも、どうぞよろしくお

願いいたします。            事務長 山口 

花かごの会へ感謝状の贈呈 
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9月16日は敬老の日行事食を提供しました。 

主菜はカラスカレイに擦りおろした各種野菜とかぶを乗せふんわりと蒸しあげ銀

あんをかけました。 

柔らかく仕上がり食べやすかったと思います。 

温菜は青梗菜に旬のきのこを加えうま味たっぷりに煮上げました。 

エリンギの食感がアクセントになっています。 

黄身酢和えはコクのある味で残食も少なくとても好評でした。 

主食は利用者皆さまがこれからも健康で活き活きとした生活を送れることを祈念

して赤飯としました。 

おやつは渋皮マロン餡を使用し和風仕立てのモンブランにしてみました。 

利用者さまが活力のある生活が送れるよう、これからも行事にイベントに楽しく

美味しい食を提供していけたらと思います。 

主食：赤飯 

主菜：かぶら蒸し 

温菜：青梗菜と 

きのこのうま煮 

冷菜：黄身酢和え 

 汁：すまし汁 

おやつ：和風モンブラン 

食養 調理師 左居 

二階療養棟で流しそうめ

んを行いました。本格的

な竹を伐採し、半分に

し、見事な装置を作りま

した。介護職員の高橋

君、頑張った甲斐があ

り、みなさん夢中でそう

めんを掴んで笑顔です。 


